
                      ２ ０ １ ８ 年 １ ０ 月 ５日 

株 式 会 社 ＮＴＴドコモ 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

 

観光促進をめざした横浜ＭａａＳ『AI運行バス』実証実験を開始 
～「ＡＩ運行バス」で移動利便性向上と地域経済活性化をめざす～ 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）と国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、ＮＥ

ＤＯ）は、横浜市※1と共同で、横浜ＭａａＳ『ＡＩ運行バス®』実証実験を開始します。これは、スマートフォン等で観

光施設、グルメスポットやイベント情報の検索ができ、そこまで行きたいときにダイレクトに移動できるオンデマ

ンド乗合交通「ＡＩ運行バス」を、一般モニタが体験できる実証実験です。期間は２０１８年１０月５日（金）から 

２０１８年１２月１０日（月）まで、みなとみらい２１、関内エリア周辺で実施します。 

 

本実証実験では、リアルタイムで最適な車両・ルートを導き出すＡＩ配車機能に加え、店舗・商業施設がブロ

グ感覚で、施設情報の告知や集客のためのクーポンをリアルタイムに利用者に伝える情報配信機能を統合し、

ＭａａＳプラットフォームへ進化させた「ＡＩ運行バス」を運行します。また、２５０を超える観光・グルメ・アミューズ

メント等の商業施設との連携により、エリア内の回遊性向上の効果を検証します。 

 

観光や生活における多様な移動の社会課題の解決には、便利かつ効率的な移動手段の提供が必要であり、

近年、鉄道やバスなどの異なる移動手段を統合し提供するＭａａＳ（mobility as a service）が課題解決に繋がる

として注目されています。本実証実験は、移動手段に加え、商業施設のサービスを、ＭａａＳプラットフォームと

して統合することで、交通と商業施設の連携を促し、交通需要増大および商業施設の売上向上につなげ、結

果として、移動の社会課題解決を狙う実験です。 

 

ＮＥＤＯは、ＡＩの社会実装の実現に向けた研究開発プロジェクト※2 を今年度から開始しました。「ＡＩ運行バス」

の運行は、そのプロジェクトの一環である「人工知能技術を用いた便利・快適で効率的なオンデマンド乗合型

交通の実現」の実証実験として実施するものです。 

 

横浜市では、ＡＩ・ＩｏＴ等により新ビジネス創出を促進する「I・TOP 横浜」の取り組みにて、まちの回遊性向上

ならびに商業施設への送客効果による経済の活性化、賑わいの創出をめざす「まちの回遊性向上プロジェク

ト」を立ち上げました。本実証実験はこのプロジェクトの一つとして実施するものです。 

 

ドコモは、今後も、ＡＩ・ＩｏＴにより、未来の移動需要※３を見える化し、様々な移動手段の効率的運行による交

通全体の最適化と、移動×サービスによる新たなビジネスの創出により、移動の社会課題の解決、利便性の

向上、地域経済の活性化に貢献してまいります。 

 

なお、本実証実験は、ＪＲ東日本主催のモビリティ変革コンソーシアムＤｏｏｒ ｔｏ Ｄｏｏｒ推進ＷＧにおける 

「Ｓｕｉｃａ認証による交通事業者・デマンド交通・商業施設の連携に関するＭａａＳ実証」と連携して実施します。 

 
※1． 本取り組みは、横浜市と NTTで 2018年 7月 31日に締結した「官民データ活用による超スマート社会の実現に関する包括連携 

協定」の取り組みの一つとして実施します。 

※２． 本取り組みは、NEDOの人工知能技術の社会実装に向けた国家プロジェクト「次世代人工知能・ロボットの中核となるインテグレ 

ート技術開発（実施予定期間：2018年度～2022年度）」の取り組みの一つです。 

 事業名：次世代人工知能・ロボットの中核となるインテグレート技術開発／人工知能技術の社会実装に向けた研究開発・実証／ 

人工知能技術を用いた便利・快適で効率的なオンデマンド乗合型交通の実現 

 委託先：株式会社 NTT ドコモ、株式会社未来シェア、国立研究開発法人産業技術総合研究所 

※３．近未来人数予測®はＮＴＴグループのＡＩ技術「corevo®」を活用しています。 

 

トピックス 



＊「ＡＩ運行バス」、「近未来人数予測」は株式会社ＮＴＴドコモの登録商標です。 

＊「ｃｏｒｅｖｏ」は日本電信電話株式会社の登録商標です。（http://www.ntt.co.jp/corevo/）  

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

ＮＴＴドコモ ＩｏＴビジネス部 槇島、中嶋、服部 

ＴＥＬ：０３－５１５６－３２００ 

 

ＮＥＤＯ ロボット・ＡＩ部 登、柳本、金山 

ＴＥＬ：０４４－５２０－５２４１ 

http://www.ntt.co.jp/corevo/


横浜ＭａａＳ『ＡＩ運行バス』実証の概要 

 

１． 実証概要 

 実施期間 ：２０１８年１０月５日（金）～２０１８年１２月１０日（月） 

※ただし、２０１８年１０月２８日(日)は横浜マラソン開催のため、運行を休止します。 

 実施エリア：みなとみらい２１および関内エリア 

 乗車料金 ：無料 

 運行時間 ：１０：００～２１：００ 

 車両台数 ：１０台 (４～６人乗客定員のタクシー車両） 

 ターゲット ：観光客を中心とする来街者 

 

２． 実証協力企業・団体・開催イベント一覧（敬称略） 

 神奈川県タクシー協会横浜支部 

 ２５０以上の店舗、商業施設、宿泊施設、観光施設など 

 クルーズポート・ナビゲーション 

 横濱 JAZZ PROMENADE 2018  

 

３． 「ＡＩ運行バス」乗降ポイント一覧（３１ヶ所） 

 

 

 

 

 

 

別紙 

地図データ (c)2018 Google、ZENRIN 

 



４． 「ＡＩ運行バス」が提供する価値 

   

 

５． 「ＡＩ運行バス」アプリケーション概要 

   

※アプリケーションのダウンロード・ご利用方法は、 https://yokohama.ai-bus.jp/ をご参照ください。 

 

①観光客にとっての価値

①観光情報を見る”→“バスを呼ぶ”で目的地まで連れて行ってくれる。 ルートやダイヤを探す必要なし！

②オンデマンドかつ最適ルート運行のため、自分のペースで、観光スポット間を移動できる！

③リアルタイムな観光情報や、お得なクーポンを獲得でき、お得に旅行を楽しめる！

①来街者の人数・属性、自施設情報の閲覧状況等を把握可能。
②来街者の状況にあわせ、施設情報をリアルタイムに発信可能。

(Point.1)交通手段を調べる必要なし！ 簡単移動・お得な旅行。

(Point.2)来街者の情報が分かる。来街者に合わせた発信ができる。

②商業施設にとっての価値

③自治体にとっての価値

(Point.3)自然災害発生時、来街者の人数＝影響度を把握できる。

施設の検索が行えます。
「詳細」をタップで施設情報
ページへ遷移します。
「ここに行く」をタップで、
ダイレクトにＡＩ運行バス
への乗車予約が可能です。

乗降ポイントを一覧表示し、
乗車ポイント・降車ポイント
をタップすることでＡＩ運行
バスの乗車予約が可能です。

チャットボットを利用して、
会話形式で配車予約が可
能です。アプリに慣れてない
方におススメする予約方法
です。

イベント情報や運行情
報などのお知らせをポッ
プアップで通知します。

https://yokohama.ai-bus.jp/


６．商業施設用パートナーポータルサイト概要 

 

以上 

 

①利用状況把握

③クーポン情報管理

②店舗情報管理

④性別・年代毎の人数把握（近未来人数予測）

自施設ページの閲覧人数、
クーポン利用枚数といった
利用状況を確認できます。
また表示期間や表示単位
を指定した上、グラフデータ
を作成し、ダウンロード可能
です。

下記情報編集を行います。
①施設名
②施設説明文
③カテゴリ
④営業時間
⑤施設画像
⑥その他、クレジットカード
利用の可否など

下記情報編集を行います
①クーポン優待内容
②クーポン利用条件
③クーポン掲示条件
④クーポン期限

性別・年代ごとに、近郊の人
数分布を閲覧できます。ＡＩ
を利用し、現在だけでなく、
近未来の人数も予測します。
よりターゲットを絞った店舗情
報発信のための、編集を可能
にします。


